
6-1　上流域の管理区間①
6.河川管理の現状

指定区間

〔知事管理〕
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6-1　上流域の管理区間②
大臣管理区間（約160ｋｍ）

6.河川管理の現状

※区間延長にはダム貯水池内の支流を含む。

：

：

：

：

：

本川合流点～小渋ダム貯水池上流端

（約15ｋｍ）

小 渋 川

本川合流点～太田切橋

（約2ｋｍ）

太 田 切 川

本川合流点～美和ダム貯水池上流端

（約19ｋｍ）

戸草ダム（予定）貯水池周辺

（約11ｋｍ）

三 峰 川

本川合流点～JR飯田線橋梁　

（約0.2ｋｍ）

横 川 川

長野県境～昭和橋

（約110ｋｍ）

天竜川（本川）



6-2　河川の管理①
6.河川管理の現状

河川管理とは

〇適切な河川管理により河川管理施設の機能を維持　

河川管理施設
　適切な
　　河川の管理

　安全の確保
　環境保全
　良好な利用



6-2　河川の管理②

1. 洪水、高潮などによる災害防止

2. 河川の適正な利用

3. 流水の正常な機能の維持

4. 河川環境の保全

河川管理の目的

6.河川管理の現状



6-2　河川の管理③
6.河川管理の現状

河川管理の主な項目

1. 河川管理施設「堤防、水門など」の点検維持
　　　　〇河川巡視、堤防除草　　など

2.　出水時における水門などの操作
　　　　〇水門の開閉　など

3.　河川管理施設等の修繕
　　　　〇護岸修繕、水門修繕　など

4.　水文、水質の観測
　　　　〇雨量観測、水位および流量観測、水質調査　など

5.　水質事故対応

6.　河川の使用に関する許可事務



6-2-1　河川巡視
6.河川管理の現状

6-2　河川の管理

通常巡視
（1）河川管理施設・許可工作物の状況把握

（2）不法占用、不法使用者への指示・警告

河川巡視の目的①



6.　河川管理の現状

6-2　河川の管理

6-2-1　河川巡視

通常巡視での事例

（1）河川管理施設・許可工作物の状況把握

大型車通行規制のポールの損傷

（伊那市・平成１４年）

車輌による堤防の損傷

（駒ヶ根市・平成15年）

堤防機能の確保

堤防道路の陥没

（伊那市・平成１５年）

早期発見・対応



6.　河川管理の現状

6-2　河川の管理

6-2-1　河川巡視通常巡視での事例

不法占用

（伊那市・平成15年）

不法使用

（駒ヶ根市・平成１５年）

原因者を確認し、注意・指導・処理

河川環境の保全・出水時の阻害要因排除・違法行為の抑制

（2）不法占用・不法使用者への指示・警告



河川巡視の目的②

（1）堤防の状況把握（漏水・洗堀等）

（2）流水の状況把握

（3）河川管理施設・許可工作物の状況把握

（4）堤防周辺における水防活動の指導助言

6.河川管理の現状

6-2　河川の管理

6-2-1　河川巡視

出水時巡視



6.河川管理の現状

6-2　河川の管理

6-2-1　河川巡視出水時巡視

早期の状況把握 応急対策



○堤防機能維持

6-2-2　堤防除草①
6.河川管理の現状

6-2　河川の管理

有機物の堆積による堤防弱体化の抑制
（枯れ草による腐敗土化）

○外観点検

危険箇所の早期発見

火災予防、不法投棄防止、河川空間の利用

○環境保全

堤防除草の目的



6-2-2　堤防除草②
6.河川管理の現状

6-2　河川の管理

機械除草

人力除草



6-2-3　樋門の開閉

直轄で17箇所の樋門を管理

6.河川管理の現状

6-2　河川の管理

（天竜川上流域）　

水位上昇による河川水の
水路への逆流防止

※堤防内に通した管の開閉扉：樋門

堤防と堤防の間の開閉扉：水門

※樋門の操作は市町村に委託　　　



6-2-4　河川管理施設などの修繕
6.河川管理の現状

6-2　河川の管理

樋門修繕護岸修繕



6-2-5　水文、水質の観測①
水文観測

1.目 的

　　　　・河川計画の立案　　 ・河川環境の整備保全

　　　　・河川の適正な維持　・水防活動への情報提供

2.天竜川上流域での観測状況

　　　　・降水量　41箇所　　常時観測

　　　　・水 　位 17箇所　　常時観測

　　　　・流　 量 　4箇所　　月2回および出水時

3.観測所の管理

　　　　・月一回の通常点検および年1回の総合点検

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※国土交通省所管分　

6.河川管理の現状

6-2　河川の管理



6-2-5　水文、水質の観測②
水質観測

1.目 的

　　　　・河川計画の立案　　・河川環境の整備保全

　　　　・河川の適正な維持　

2.天竜川上流域での観測状況

　　　　・水質観測　　11箇所

　　　　・PH、ＢＯＤ、ＳＳ、ＤＯ、大腸菌群数など61項目

　　　　（水質汚濁に関わる環境基準の指定項目）

　　　　・概ね各項目　月1回の観測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※国土交通省所管分

6.河川管理の現状

6-2　河川の管理



6-2-6　水質事故対応①
1.天竜川上流域の水質事故件数

　　　　平成12年度　　　　4件
　　　　平成13年度　　　　9件
　　　　平成14年度　　　 14件　

6.河川管理の現状

6-2　河川の管理

2.水質事故への対応
　　①目　 的 ・河川環境の保全

　　　　　　　　　・利水の安全確保

　　②対応策　・オイルフェンスの設置

　　　　　　　　　・吸着マットなどによる処置

　　　　　　　　　・水質分析

　　　　　　　　　・取水停止（影響がある場合）

　　③対応者　・国、県、市町村(水質保全連絡協議会）

　　　　　　　　　・原因者（対策費、損害賠償費負担） 　



6-2-6　水質事故対応②
6.河川管理の現状

6-2　河川の管理

主な水質事故とその原因

油水分離槽のオーバーフローによる油流出 交通事故による危険物などの流出

移し変える際の不注意による油の流出配管の老朽化・亀裂による油漏れ



6-2-7　河川の使用に関する許可事務
6.河川管理の現状

6-2　河川の管理

○流水の占用の許可

○土地占用の許可

○土石などの採取の許可

○工作物の新築などの許可

○土地の堀削などの許可

○竹木の流送などの許可

○河川の流木などについて河川管理上支障を及

ぼすおそれのある行為の許可



6-3　ダムの管理①
6.河川管理の現状

洪水調節（美和ダム）

〇施設管理（ダムの機能維持）

ゲートなどの施設の整備点検、修繕

〇貯水池の管理

　（ダム周辺環境の保全）
貯水池の水質管理、堆砂対策、
水面利用監視、貯水池法面管理

〇流水管理（適正な運用）

洪水調節、低水管理（流水の正常な機
能の維持、用水補給、発電）



6-3　ダムの管理②
6.河川管理の現状

洪水調節（ダム下流部の流量減少）

ダム下流部への効果

ダムがなかった場合の水位

ダムによる洪水調節をした場合の水位

流
量

時間　

ダムからの放流量

貯めた水
を放流

ダムに水を
貯める



6-3　ダムの管理③
6.河川管理の現状

流水の正常な機能の維持
（動植物の生息、船の航行、
　　　　　　　　　　　　　　景観などの良好な環境の維持）

※イメージ画像



6-3　ダムの管理④
6.河川管理の現状

ダム施設の整備点検、修繕

ゲート点検（美和ダム）



6-3　ダムの管理⑤

流木の漂着状況（小渋ダム）

流木集積場

流木のチップ化

有
効
活
用

•暖炉、風呂などの燃料
•ファイヤーストームの材料
•工芸などの装飾材料

•燃料
•防草材
•ガーデニング材料

6.河川管理の現状



6-3　ダムの管理⑥
6.河川管理の現状

ダムを活用した地域の活性化

　・イベント　・水上でのレジャー　　など



6-4　水防①
6.河川管理の現状

水防は洪水時の被害を最小限にするため、市町村およ

び水防団による活動で、国、県の支援なども含まれる。

市町村

水防団

堤防巡視 被災堤防

への応急処置

住民の円滑

な避難

洪水時

・訓練

・堤防点検

・水防計画の策定

平常時



6-4　水防②

・水防は市町村が責任をもつ

・水防に対し消防機関のみで不十分

な場合、水防団設置

・国、県は市町村に対し、情報提供

など支援をおこなう

6.河川管理の現状

水 防 法



6-4　水防③
6.河川管理の現状

水防団の訓練　（毎年、水防訓練を実施）

平成13年度　水防演習



6-4　水防④
6.河川管理の現状

水防団の活動　（平成11年6月洪水）

箕輪町宮下地先



6-4　水防⑤
6.河川管理の現状

水防団による水防工法･シート張り　（平成11年6月洪水）

箕輪町宮下地先



6-4-1　
　　　洪水時における連絡体制①

6.河川管理の現状

6-4　水防

水防団

消防機関

水防活動に対する
指示(準備、出動、
解除など)
水位などの状況、
予想

国土交通省

県水防警報

地域住民

（報道経由）

気象の状況、予想

水位などの状況、
予想

気象庁＋国土交通省

気象庁＋県
洪水予報

主な対象内　容発　信
主な情報
の種類

・住民に洪水予報が報じられることにより、水防団の活動(通行規制･

水防工法実施など)に理解･協力が促される。



6-4-1　
　　　洪水時における連絡体制②

6.河川管理の現状

6-4　水防

水防管理者（市･町･村長）

国土交通省気象庁
水位、雨量

情報

都道府県
水位、雨量

情報

水防団長（消防団長）

分団長 分団長 分団長 分団長

団　員 団　員 団　員

気象情報

洪水予報
気象情報

洪水予報
水防警報

洪水予報
水防警報

団　員

報道など

地域住民



待機

準備

出動

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

計画高水位

危険水位

出動水位

警戒水位

指定水位

活動

水防団

6-4-2　洪水時の水位 6.河川管理の現状

6-4　水防

各水防機関（国･県など）が水防体制指定水位

具体的な箇所で氾濫の恐れがある水位

（河川管理者と水防団などで毎年堤防巡視を行い危険な箇所を確認　）
危険水位

水防団が出動の準備、住民に対し洪水予報を開始警戒水位

水防団が出動出動水位

計画高水流量を流し得る水位計画高水位



6-4-3　災害への対応
6.河川管理の現状

6-4水防

　
　
　
　
　
　

（
市
・町
・
村
）

　
　

水
防
管
理
者

住民の避難勧告

都道府県知事

○住民の安全の確保
○住民の避難通告

○水防活動や避難の援助
○物資の緊急輸送

○水防活動の支援
○災害復旧

○堤防巡視
○水防工法実施

国土交通省

警察機関

自衛隊

水防団



6-4-4　水防団の現状①
6.河川管理の現状

6-4水防

団員の高齢化

　・団員数の減少

　・水防活動は重労働

水防に対する意識低下

　・水防の知識が継承されない

　

団員の担手不足

•核家族化

•地域社会の高齢化

•自営就業者の減少

•治水対策による水害の減少

•社会的認知不足

　（雇用者の理解不足）



6-4-4　水防団の現状②
6.河川管理の現状

6-4水防

天竜川上流域について

約130　　　　126,478,672947,389全　　国

約60　　　　622,49311,154天竜川上流域

水防団員1人当たり人口人　口水防団員数

※平成14年現在：「全国市町村要覧」、「長野県水防計画書」等

住民
60人

全

水
防
団

住民
130人

天竜川上流 全　国

・水防団が他流域よ
り根付いている

・過去に多くの水害

天

水
防
団

単位：人



7　水害への新たな備え

①　川の防災情報（国土交通省河川局）　　
7-1　インターネットなどによる情報提供

・パソコン　http：//www.river.go.jp　・iモード http://i.river.go.jp

　リアルタイムに全国の雨量・水位などの情報提供
　　　　　　　　　　　



②防災情報提供センター（国土交通省）

国土交通省、気象、報道（ＮＨＫ）などの情報を集約・
提供

・パソコン　http://www.bosaijoho.go.jp

7.水害への新たな備え

7-1インターネットなどによる

情報提供



③天竜川上流河川事務所ホームぺ－ジ

　

・パソコン　http://www.cbr.mlit.go.jp/tenjyo

天竜川の水位や浸水想定区域図などの情報提供

7.水害への新たな備え

7-1インターネットなどによる

情報提供



7-2　洪水ハザードマップ

伊那市の洪水ハザードマップ

○目　的

　事前の備え、人的被害の減少、防災意
　識の向上、土地の状況の周知

○内　容

　浸水情報、避難場所、避難ルートなど

○作　成

　　　市町村：マップの作成・公表・配布

　　　国 ・ 県：データ（浸水情報など）提

　　　　　　　　供、技術的支援

　　※平成11年に伊那市が作成

　　※国土交通省は市町村に作成を働きかけ

7.水害への新たな備え



①洪水ハザードマップ 7.水害への新たな備え

7-2洪水ハザードマップ

信濃毎日新聞（H15.7.2.朝刊）



②洪水ハザードマップの効果

7.水害への新たな備え

7-2洪水ハザードマップ



7-3　国土交通省の取り組み

①ＣＣＴＶ（監視カメラ）と光ファイバネットワーク
•夜間でも監視可能な高感度なカメラを設置（上流部１３基）

•高度情報通信の基盤となる光ファイバ網を整備

洪水時の映像・観測データを瞬時に把握・情報発信

光ファイバ

遠隔監視

水防上重要な箇所 事務所・出張所

7.水害への新たな備え

減災



7.水害への新たな備え

②災害対策車両

短時間で水防活動などの支援が可能 減災

7-3国土交通省の取り組み



○排水ポンプ車稼働（平成11年6月洪水）

飯田市松尾地先

（気賀沢川合流点付近）

7.水害への新たな備え

7-3国土交通省の取り組み



③　防災エキスパート制度

•土木などの専門知識がある人のボランティア活動

•出水時などに自宅・職場などの近辺の河川管理

施設などの被災情報収集を行う

•天竜川上流域で４１人登録 （平成１５年６月現在）

7.水害への新たな備え

7-3国土交通省の取り組み



8.　河川の利用状況①　
　　（天竜川上流域の大臣管理区間）

年間推定利用者　　６６万人～８６万人　　　　

※「平成１２年度河川空間利用実態調査」より

利用形態

スポーツ

19%

釣り

7%

水遊び

56%

散策等

18%
水面

49%

水際

15%

高水敷

25%

堤防

11%

利用場所



8.　河川の利用状況②　

天竜川上流域での河川空間の利用状況

•急流河川の特徴を活かした水面利用が盛ん

•高水敷がないためグラウンドなど広いスペース

が必要となる利用が少ない

※大臣管理区間



8-1.　河川の利用内容

○水遊び

○バーベキュー

○写真撮影

○散歩

○マレットゴルフ

○ラフティング

8.河川の利用状況

など

8-1-1　日常生活での主な利用状況

○球技

○カヌー

○スケートボード

○サイクリング

○モトクロス

○スケッチ



8-1-1　日常生活での主な利用状況①

8.河川の利用状況

8-1　河川の利用内容

水遊び バーベキュー



8-1-1　日常生活での主な利用状況②

写真撮影 散歩

8.河川の利用状況

8-1　河川の利用内容



8-1-1　日常生活での主な利用状況③

マレットゴルフ ラフティング

8.河川の利用状況

8-1　河川の利用内容



8-1-1　日常生活での主な利用状況④

球技 カヌー

8.河川の利用状況

8-1　河川の利用内容



8-1-1　日常生活での主な利用状況⑤

スケートボード サイクリング

8.河川の利用状況

8-1　河川の利用内容



8-1-1　日常生活での主な利用状況⑥

モトクロス スケッチ

8.河川の利用状況

8-1　河川の利用内容



8-1-2　団体・商業での主な利用状況
8.河川の利用状況

8-1　河川の利用内容

○川下り

○ラフティング

○ざざ虫漁

○魚釣り

○やな

○市町村の祭り・イベント

　　・伝統ある祭り

　　・いかだ下り　・カヌー大会　・ウォーキング大会

○市民団体などのイベント

　　・スケッチ大会　・どんど焼き



8-1-2　団体・商業での主な利用状況①

8.河川の利用状況

8-1　河川の利用内容

川下り ざざ虫漁



8-1-2　団体・商業での主な利用状況②

8.河川の利用状況

8-1　河川の利用内容

「さんよりこより」 「初午祭り」

川との関わりが深い伝統ある祭りが多い



8-1-2　団体・商業での主な利用状況③
8.河川の利用状況

8-1　河川の利用内容

魚釣り

花火大会



8-1-2 団体・商業での主な利用状況④

8.河川の利用状況

8-1　河川の利用内容

いかだ下り スケッチ大会

（市町村イベント） （市民団体イベント）



8-2 天竜川とのふれあい

8-2-1　水辺の楽校

8.河川の利用状況

水辺の楽校（駒ヶ根市中沢地区）

○水辺の自然環境を保全・創出

○水辺へのアクセスの整備

○地域連携体制の構築

　　（学校、ＰＴＡ、市民団体など）　

○天竜川上流域

　　豊丘村（河野地区）　

　　飯田市（川路、龍江、竜丘地区）

　　駒ヶ根市（中沢地区）　

　　大鹿村（大河原地区）

子供達が自然と出会える安全な
水辺の整備・地域づくり



8-2-2 天竜川総合学習館「かわらんべ」①

• 河川に関する教育、体験の場

• 川づくり、まちづくりのコミュニ
ティー施設

• 洪水時の河川情報の収集、発
信基地および水防活動拠点

8.河川の利用状況

8-2　天竜川との

　　　　　　ふれあい

（飯田市川路、天竜川沿い）



8-2-2 天竜川総合学習館「かわらんべ」②

かわらんべ講座

•多彩な講座を毎週実施

•図書、資料の閲覧

•学校の「総合的な学習」への協力

•コミュニティーの場を提供

　　　　（貸室、イベントなど）

平成14年7月（開館）～平成15年6月
入館者　約13，000人

8.河川の利用状況

8-2　天竜川との

　　　　　　ふれあい



9.　地域との連携

○三峰川みらい計画（平成10年度策定）

○天竜川みらい計画（平成13年度策定）

○水源地域ビジョン

○川の通信簿（平成15年実施予定）

○天竜川に関する様々な活動



9-1　三峰川みらい計画①

○対象区間

　三峰川

　（高遠ダム直下～天竜川合流点）

○計画策定　

　・三峰川沿いの住民有志

　　（三峰川みらい会議）

　・三峰川沿いの住民の方

　　（新聞折込などにて意見照会）

パンフレット　「三峰川みらい計画」

9.地域との連携



9-1　三峰川みらい計画②
9.地域との連携

棒原河川公園など整備実施



9-1-1　三峰川みらい会議（市民団体）
9.地域との連携

9-1　三峰川みらい計画

○「三峰川みらい計画」の推進

　　・榛原河川公園などの整備

○帰化植物アレチウリ駆除の推進

○三峰川写生大会

○三峰川みらいフォーラム（流域他団体との交流･連携）

○三峰川行政懇談会（流域関係行政機関との交流･連携）

○三峰川の水無し区間解消推進



9-2　天竜川みらい計画①
9.地域との連携

○対象区間

　　天竜川

　　主な支川
釜口水門～長野県境

○計画策定

　　・天竜川流域の住民有志

　　　（天竜川ゆめ会議）

　　・天竜川流域の住民の方

　　　（新聞折込などにて意見照会）

パンフレット「天竜川みらい計画」



9-2　天竜川みらい計画②
9.地域との連携

○計画の内容

　･天竜川のみらい像

　・重要なエリア毎の

整備、保全、利用

の方針

エリア別にグループで議論



9-2-1　市民団体　天竜川ゆめ会議
9.地域との連携

9-2　天竜川みらい計画

○「天竜川みらい計画」の推進

　　・計画についての座談会など

○天竜川流域の仲間たちのフォーラム

　（流域他団体との交流･連携）

○ゆめ講座

　（川に関するテーマの公開講座）

○勉強会など

　　・近自然工法施工事例など



6.河川管理の現状

〇主　　　旨　 ダムを活かした水源地域の自立的、持続的な

　　　　　　　　活性化を図る

〇策定主体　 水源地域の自治体・住民、国土交通省など

〇推進方法 ・ハード整備（公園など）　　・ダムの開放

　　　　　　　　　 ・ダム湖の利活用促進　　　・体験学習

　　　　　　　　　 ・イベント（観光客集客）　　 ・地場産業の育成

〇策定状況　　美和ダム　　　Ｈ15年度　策定予定

小渋ダム　　　Ｈ15年度　策定着手

9-3　水源地域ビジョン



9.地域との連携

9-3 水源地域ビジョン9-3-1　南アルプスわくわく倶楽部

○「長谷村わくわくプラン」の推進

　　・美和ダム湖を活用した水源地域ビジョンの柱とな　
　 るプラン

○近自然工法による治水事業の推進

○川に関する活動、連携の推進

　　・三峰川アレチウリ駆除大作戦

　　・三峰川サマーピクニック

　　・ミュージカル「リバーヘッド」

　　・「川の日」ワークショップ　　　　　　　　　　　　など



9-4　川の通信簿①
9.地域との連携

○住民、市民団体などと河

　 川理者が共同で実施

○河川などの利用の快適性

や環境状況を現地で評価

よりよい河川空間の整備、
管理の指標



9-4　川の通信簿②

全　国　

Ｈ14　全国39河川251箇所で試行

Ｈ15　全一級水系

　　　　221河川680箇所で実施

天竜川上流域　

Ｈ15　8月　2河川2箇所で実施

　　　①天竜川（飯田市内）

　　　②三峰川（伊那市内）　　　

9.地域との連携



9-5　天竜川に関する様々な活動

〇三峰川みらい会議、市民団体　天竜川ゆめ会議、南アルプスわ
くわく倶楽部など

〇河川愛護団体（各市町村ごとに河川清掃など実施）

〇川のシンボジウム（伊那市）、流域50市町村スタンプラリー（天竜
川ゆめるーと）　など

天竜川流域の仲間たちのフォーラム

（平成15年5月17日［土］　開催）

○「市民団体　天竜川ゆめ会議」の呼びかけ

○32団体35活動が集まる

　　・野鳥、魚などの研究、保護　　・景観の記録、保全

　　・堤防の桜の保全　　　　　　　　 ・水質の観測、改善

　　　など自然・文化・歴史・科学に関する様々な活動

9.地域との連携




